（３）今後の方向性とスケジュールについて（案）
1 障がい者相談支援事業について
現状と課題
・相談支援連絡会の報告でも述べたように、みよし市の障がい者相談支援事業は、
①各事業所への委託形式に差異があり、業務量が偏ってしまっていること

②自立支援協議会内でも障がい者相談支援事業の位置づけは大きくなるばかりで、相談員に求められる役割と市民からの期待が大きくなってきていること

③各事業所（各相談員）によって、障がい者相談支援事業の捉え方が違うこと
などがある。これらの課題を解決しようと、１０月から相談支援連絡会とは別に「相談員サポート会議」を開催し、相談員同士の情報交換やスーパーバイズを受ける機会としているが、これとて相談支援や施設現場など通常業務を抜け出しての参加であるため、事業所や個人にかかる負担は大きい。
・平成２０年度から相談支援事業所の委託事業所数を増やしたが、市内の障がい者（児）の人数や相談件数も増加しており、今の相談員の体制で十分に対応できているとは言いがたい。いちばんの問題としては各相談支援事業所への委託方式が異なっており、相談支援事業業務を他業務と兼務で行っている事業所があること。相談支援担当者として動きにくい。

方向性（案）

・みよし市自立支援協議会として、相談支援事業の円滑化、相談支援事業所及び相談員の質の向上を図り、市民の期待に応えるため、相談支援事業の充実を提案する。（具体的には、委託形式の統一、相談支援システムの再構築など）
2 みよし市の課題の整理（運営協議会の役割）について

現状と課題
· 障がい者（児）とその保護者からの相談や各部会からの報告により、みよし市の障がい福祉の課題は運営協議会に集まってきている。しかし、みよし市の障がい福祉の課題すべてを把握できているわけではなく、明らかになった解決すべき課題についても整理ができていない。
· これらの課題を協議する場は運営協議会であるが、現状ではそこまで議論が及んでいない。
方向性（案）
· 運営協議会に集まってきたみよし市の障がい福祉の課題は、運営協議会構成員で整理していく。場合によっては運営協議会会議の回数増加、構成員分化の検討も必要。
· 各部会の取り組みが充実してきているので、自立支援協議会各会議の位置づけを再確認し、各会議の役割と機能を明確にする必要がある。
＊ スケジュールは別紙

